
Operation Manual

Digital Monochrome and Color

2 Mega pixel Progressive Scan Camera

CV-M2CL/M8CL

Camera: CV-M2CL Revision D～
CV-M8CL Revision A～

Manual Version 1.1

Manual version:1.3

yul
長方形



CV-M2CL/M8CL

はじめに

このたびは、弊社の CCDカメラをお買い上げいただきありがとうございます。
　

この取扱説明書には、CCDカメラをお使いいただくための設置方法を記載してあります。

内容を良くお読みになり、正しくお使いください。

安全上の注意

絵表示について

この取扱説明書および製品への表示では、製品を安全に正しくお使いいただき、あなたや他の人々への危害
や財産への損害を未然に防止するために、いろいろな絵表示をしています。その表示と意味は次のように
なっています。内容をよく理解してから本文をお読みください。

この記号はカメラの内部に絶縁されていない危険な電圧が存在することを警告しています。
人に電気ショックを感じさせるに十分な量の電圧です。

この記号は警告を表すものです。この表示を無視して誤った取扱いをすると、人が死亡もしく
は重傷を負う可能性があるか、物的損害が発生する可能性があります。

この記号は禁止の行為であることをお知らせするものです。図の中や近傍に具体的な禁内容（左
図の場合は分解禁止）が描かれています。

この記号は、行為を強制したり指示する内容を告げるものです。図の中に具体的な指示内容（左
図の場合は電源プラグをコンセントから抜け）が描かれています。

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人が死亡または重症を負う
可能性が想定される内容を示しています。

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人が損害を負う可能性が想
定される内容、または物的損害の発生が想定される内容を示しています。

警告

注意

絵表示の例
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表示された電源電圧以外の電圧では使
用しないでください。火災・感電の原因
となります。

この機器の裏ぶた、キャビネット、カ
バーは絶対に外さないでください。火
災・感電の原因となります。内部の点
検・調整・修理は販売店にご依頼くださ
い。

設置する場合は、工事業者にご依頼く
ださい。

内部の設定を変更する場合や修理は販
売店にご依頼ください。

極端に高温（または低温）のところに設
置しないでください。取扱説明書に
従って使用してください。

ACアダプターを使用の際は当社の AC
アダプター（専用電源）を使用してくだ
さい。カメラに合わないACアダプター
を使用した場合、カメラが発熱し、火災
の原因になる事があります。

警告

万一、煙が出ている、へんなにおいがす
るなどの異常状態のまま使用すると、
火災・感電の原因となります。すぐに電
源を切り、必ず電源プラグをコンセン
トから抜くか、又はブレーカーを切っ
てください。煙が出なくなるのを確認
して販売店に修理をご依頼ください。

機器のふたは外さないでください。内
部には電圧の高い部分があり、感電の
原因となります。内部の点検・調整・修
理は販売店にご依頼ください。

万一、水や異物が機器の内部に入った
場合は、まず機器の電源を切り、電源プ
ラグをコンセントから抜くか、又はブ
レーカーを切って販売店にご連絡くだ
さい。そのまま使用すると火災・感電の
原因になります。

万一、この機器を落としたり、破損した
場合は、機器本体の電源を切り、電源プ
ラグをコンセントから抜くか、又はブ
レーカーを切って販売店にご連絡くだ
さい。そのまま使用すると、火災・感電
の原因になります。

この機器に水が入ったり、ぬらさない
ようご注意ください。火災・感電の原因
となります。雨天、降雪中、海岸、水辺
でのご使用は特にご注意ください。

風呂場では使用しないでください。火
災・感電の原因となります。

この機器の開口部（通風孔、調整穴等）
から内部に金属類や燃えやすいものな
ど異物を差し込んだり、落とし込んだ
りしないでください。火災・感電の原因
となります。特に小さいお子様がいる
場所ではご注意ください。
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注意  
                
 
          

 ぐらついた台の上や傾いたところなど不安定な場所

に置かないでください。落ちたり、倒れたりして怪我

の原因となることがあります。 

 

 

  電源プラグを抜くときは、電源コードを 

引っ張らないでください。 

コードに傷がつき 火災・感電の原因となる 

ことがあります。必ず 電源プラグを持って 

抜いてください。 
 

 電源コードを熱器具に近づけないでください。コード

の被ふくが溶けて、火災・感電の原因となることがあ

ります。 

 

 湿気やほこりの多いところに置かないでください。火

災・感電の原因となることがあります。 

 

 長時間、この機器をご使用にならないときは、安全

のため必ず電源プラグをコンセントから抜くか、または

ブレーカーを切ってください。 

 

 お手入れの際は、安全のため電源プラグをコンセン

トから抜くか、又はブレーカーを切ってください。 

 

 濡れた手で電源プラグを抜き差ししないでください。

感電の原因となることがあります 

   

ます。 

 
 

 
  ケーブルの配線に際して、電灯やテレビ受像機の  

  近くにある場合、映像・雑音 が入る場合があり

  その場合は配線や位置を変えてください。 

 

  画面の一部にスポット光のような強い光があると、 
        ブルーミング・スミアを生じることがあります。 

また強い光が入った場合、画面に縦縞が現  

われることがありますが故障ではありません。  

詳しくは「CCD の代表的な特性」の項をご覧くださ

い。 

 
 
 
 
 
 

                                                              

注意 カメラケーブルを取り扱う場合  
 
 
 

 ケーブルの着脱時にはコネクタ部を保持し、ケーブル

にストレスを加えないでください。断線やショートの原

因になります。 

 

 ケーブルに荷重を加えないでください。断線の原因

となります。 

 

 

  カメラ本体とカメラケーブルの着脱は 

コネクタのガイドを確認の上、行ってください。 

 コネクタピンが損傷する原因となります。 

  ケーブルの着脱時には必ずカメラの電源を切って 

   ください。 

 

 

注意 カメラリンクケーブルの接続について 

カメラリンクケーブルをカメラに取り付ける際は 下記点にご注意ください。 
 カメラリンクケーブルについているネジを締める際 ドライバーをお使いの場合は 強く締めすぎない様にしてくださ

い。 コネクターをカメラ側のリセプタクルに最後まで差し込んだ上で手でネジを閉めても電気接続上は問題ありま

せん。 
 ネジを締める際のトルクの目安は 0.291 ニュートン・メートルです(メーカー推奨値) 
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注意 カメラの設置について

三脚マウントを使う場合
三脚マウントをカメラに取りつける場
合、ネジは付属の専用ネジまたは
シャーシを含めた深さが5mm以下とな
るものをお使いください。カメラ内部
が破損する可能性があります。

注意 レンズについて

レンズ後面はみ出し部分が 10.0mm以下
のレンズをお使いください。
高解像度メガピクセル専用レンズをお使
いください。
射出瞳長の長いレンズをお使いください。

三脚マウントを使わない場合
カメラを壁やシステムに取り付ける場
合、ネジはシャーシを含めた深さが
5mm以下となるものをお使いくださ
い。カメラ内部が破損する可能性はあ
ります。

レンズマウント面 

10.0 mm(max.)

三脚マウント用ネジ穴位置 

カメラ上部 

カメラ下部 

機
 銘
 版
 

注
 意
 銘
 板
 

注意 レンズの取付けについて

ごみの付着にご注意ください
レンズをカメラに装着する際、浮遊ごみ等がCCD面やレンズ面に付着する恐れがあります。レンズを装着す
る場合は、その直前までカメラやレンズのキャップをはずさずに、クリーンな環境の下で作業をお願いしま
す。取り付けの際はカメラのセンサー側を下に向けて、ごみ等が付着しないように、またレンズの面に手な
ど触れないよう注意しながら取り付けてください。
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CCDの代表的な特性 
以下の現象がビデオモニター画面に現れる場合があります。 これは CCD の特性によるものであり、 

カメラ自体の故障ではありません。 

 

 縦スミア 
電気照明・太陽や強い反射など非常に明るい被写体のため、

ビデオモニター上に縦スミアと呼ばれる現象が現れる場合

があります。この現象は CCD に採用されたインターﾗｲﾝト

ランスファーシステムによるものです。 

 

 エイリアシング 
ストライプや直線や類似のパターンを撮影すると、モニタ上に縦エイリアシング（ジグザグ状）が 

現れる場合があります。 

 

 ブルミッシュ 
強い光が入射したとき、CCD イメージセンサー内のセンサーエレメント（ピクセル）の配列による 

影響でブルミッシュが発生する場合があります。ただし これは実際の動作には支障をきたしません。 

 

 パターンノイズ 
CCD カメラが高温時、暗い物体を撮影すると、ビデオモニター画面全体に固定のパターン 

ノイズ（ドット）が現れる場合があります。 

 

 画素欠陥 
 CCDの画素欠陥は工場での出荷基準に基づき管理されて出荷されております。 

一般的にCCDセンサは放射線の影響などによりフォトダイオードにダメージを受け、結果として画素

欠陥(白点、黒点)が発生するといわれております。カメラを運搬・保管する場合には放射線の影響を受

けないように注意をお願いいたします。 尚カメラを空輸することで放射線の影響を受け易くなると

の報告もありますので 運搬に際しては陸送、船便を使うことをお勧めいたします。また使用周囲温

度や カメラ設定（感度アップや長時間露光）などによっても影響されますので カメラの規格範囲

でお使いになるようお願いいたします。 

 

保証規定 
本商品の保証期間は 工場出荷後１年間です。 

保証期間中に正常な使用状態の下で、万一故障が発生した場合は無償で修理いたします。 ただし下記 

事項に該当する場合は無償修理の対象外です。 

◎ 取扱説明書と異なる不適当な取り扱いまたは使用による故障。 

◎ 当社以外の修理や改造に起因する故障（EEPROMデータ変更も対象になります）。 

◎ 火災、地震、風水害、落雷その他天変地異などによる故障。 

◎ お買い上げ後の輸送、移動、落下などによる故障および損傷。 

◎ 出荷後に発生したCCD画素欠陥。   
 
 

本商品を輸出する場合の注意事項 
本商品を輸出する場合は 「輸出貿易管理令 別表１」ならびに「外国為替管理令 別表 1」で定める

品目（リスト規制） および 「補完的輸出規制（キャッチオール規制）」に基づき 貨物の該非判定、

客観用件（用途、顧客）の該非判定をお願いします. 
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1. 概要

CV-M2CL 及び CV-M8CLは 2メガピクセル CCDを採用した マシンビジョンや ITS(交通監視)用途に最適の
デジタルカメラです。CV-M2CLは白黒、CV-M8CLはベイヤーフォーマットカラーフィルタを採用しており
ます。 コンパクトな筐体で 高解像度、高フレームレートを実現しております。 さらに高速シャッタ、非同
期ランダムトリガ や 部分読み出し機能により高速で動く物体でも 高画質で画像取り込みができます。
バーストトリガ、リセットコンティニュアストリガ、アナログビデオアイリス出力、ニー補正、ガンマ補
正といった機能は ITS用途にも適しております。 CV-M2CL 及び CV-M8CLは 共にCameraLinkTM に対応してお
ります。

2. 標準構成
標準構成は下記のとおりです。

カメラ本体　(CV-M2CL　又は　CV-M8CL) x　1
三脚マウントプレート x　1

3. 主な特徴

・ 1型 2メガピクセル搭載のモノクロプログレッシブデジタルカメラ（M2CL）
・ 1型 2メガピクセルベイヤーフォーマットカラーフィルター搭載のプログレッシブデジタルカメラ
（M8CL）
・画素サイズ 7.4µm 有効 1600（H）x1200（V）の正方格子 CCD
・カメラリンク 10Bit および 8Bit 出力対応
・ 1チャンネル読み出しで 17 フルフレーム／秒
・ 2チャンネル読み出しで 30フルフレーム／秒を実現
・ 2チャンネル読み出しのためのオートホワイト、オートブラックレベル調整機能
・ 1／ 2、1／ 4 及び 1／ 8ラインの部分読み出しによる 高速読み出し機能
・ 1ライン単位で設定可能なプログラマブル部分読み出し機能（50から 1200ライン幅）
・ CV-M2CLは 感度増感とより高速なフレームレートを実現する垂直ビニング機能を搭載
・エッジプリセレクト（EPS）及びパルス幅コントロール（PWC）トリガモード
・ 1／ 17秒叉は 1／ 30秒（OFF）から 1／ 14，000秒まで 10段階の電子シャッター
・ 1．5Hから 1216．5Hまで 1H単位で設定可能なプログラマブルシャッター
・連続する 5つの異なるシャッタで撮像する バーストトリガモード
・レンズアイリスコントロール用アナログビデオ出力装備
・ ITS（交通監視）に最適な リセットコンティニュアストリガ（RCT）モード
・ EIAまたは CCIRのモニターで 映像確認が出来る アナログ出力付き
・非常な短期間に二つの露光を行う PIV（Particle Image Velocimetry 粒子像速度）モード
・シリアルポート経由で モード設定を簡単に行える ASCIIコマンド
・ RS232C I/F又は CameraLinkTM 経由の カメラセットアップ
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1 CCD　センサー
2 レンズマウント(Cマウント)

3 モード設定スイッチ　SW-1

4 デジタル出力用 カメラリンク コネクタ　
5 DC＋ 12V、トリガ入力 及び RS232Cコントロール用 12Pコネクタ
6 モニタービデオ出力 BNCコネクタ
7 ゲインコントロールボリューム
8 取り付け穴 M3 (8箇所)

     注 1　Cマウントレンズの取り付け部の奥行きは 10mm以下であること。

図１　配置図

4. 各部の位置と機能
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ピン番号 信号 備考
1 GND
2 ＋ 12VDC　入力
3 GND
4 アイリスビデオ出力 連続、RCTモードのみ出力します
5 GND

6 RXD　入力
内部スイッチ　SW700で　RS-232C　又は
カメラリンク経由を切り替え（7-1章参照）

7 TXD　出力
8 GND
9 EEN　出力
10 トリガ　入力
11 NC
12 GND

5. ピン配置
5-1 12Pマルチコネクタ （DC－ IN／ Trigger）

型式：HR－ 10A－ 10R－ 12PB（HIROSE）（Male）
下図は カメラを後ろから見た図

5-2　BNCコネクタ
コマンドOS（出力選択）を2に設定の場合は アナログビデオが 出力されます。MN（モニターモー
ド）の設定が 0の場合は 60fps/15．734KHz、240ライン、MNの設定が1の場合は 50fps/15．734KHz、
290ラインの ノンインターレス信号が出力されます。これはシングルチャンネル出力の場合だけで
す。映像は 全領域をカバーしますが デジタル出力に比べて 解像度は低くなります。CV-M8CLの場
合は RGB カラーフィルターの輝度信号をそのまま表示しますので 白黒で RGBのレベル差がそのま
ま表示されます。この信号は モニター用としてお使いください。

5-3 CameraLinkTM　用デジタル出力コネクタ

(注)　詳細は 7章 カメラの設定を参照ください

トリガ入力に関する注意事項

トリガをヒロセ12Pコネクタ　10番ピンから「アクティブハイ」で入力する場
合は カメラ起動時に 1回以上 ダミーパルスを入力してください

図 2   12Pコネクタ

図 3　デジタル出力コネクタ

型式：26P MRDコネクタ 3M 10226－ 1A10JL

デジタル出力信号は CameraLinkTM標準インター
フェースを経由します。　
インターフェース回路は NS タイプDS90CR285MTD
の周辺に構築されています。

Pin No I/O Name Note
1,13,14,26 GND DC GND DC GND
7(+),20(-) I/O RXD RS232C
8(-),21(+) O TXD

10(+),23(-) I NC
9(-),22(+) I Trigger
6(-),19(+) O TxOUT3
4(-),17(+) O TxOUT2 カメラリンク出力
3(-),16(+) O TxOUT1
2(-),15(+) O TxOUT0
5(-),18(+) O TxClk CL用 clock
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5-4　リアスイッチ　SW-1
ON OFF 

4

3

2

1

工場出荷時の設定

No 機能 OFF ON

1 信号出力切替　(注) デジタル信号出力 アナログ信号出力
2 トリガ終端切替 TTL 75Ω
3 NC ― ―
4 ゲイン調整用リア VR切替　(注) リア VR無効 リア VR有効

注：これらのスイッチの ONが優先になります。RS-232Cでの設定は無視されます。

5-5　入・出力回路
5-5-1 モニタービデオ出力

OS=2の設定で BNCから 設定用のアナログビデオ信
号が出力されます。
この信号はフォーカス調整と画角調整用です。MN=0
の設定で 60fps、MN=1の設定で 50fpsの信号となり
ます。
これが有効なのはシングルチャンネル出力でノーマ
ルモード(トリガをかけない)の場合のみです。シャッ
タスピードは
50fps、60fpsともに 262LVAL以下 (1/60 ～ 1/9981) で
す。
ビデオ信号は 白黒、75Ω、1V コンポジットです。CV-
M8CLの場合は信号レベルは ベイヤーフィルターの影
響を受けます。

 　　　　

5-5-2 アイリスビデオ回路
12ピンコネクタの 4番ピンに 同期無しアナログビデ
オ信号が出力されますが 75Ω終端で DCカップリン
グ回路です。　
この信号は カメラを連続あるいはリセットコンティ
ニュアストリガモードで動作させている場合はアイ
リスのコントロール用として 使われます。 ブラックレ
ベルは 終端無しで ―0.6Vです。

図 4　ビデオ出力

この信号をアイリスコントロール用として使
用する場合の注意
アイリス用の信号は ゲインコントロール回路を通っ
た後　出力されます。 もし この信号をオートアイリ
スレンズ用に使用する場合は 出力レベルは レンズの
レベル調整でのみ調整可能です。
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5-5-3 トリガ入力
12Pコネクタの10番ピンの トリガ入力は　
AC結合です。パルス幅が長い場合のことを
考えて 入力回路はフリップフロップ構成に
なっており トリガパルスの立ち上がり、立
下り時に起こる負極性または正極性の微分
パルスによって動作します。
トリガの極性は 変更できます。 トリガ入力
レベルは 4V±2Vで インピーダンスは10kΩ
です。 トリガ入力は カメラリンク経由に変
更可能です。

 　　　　

5-5-4 EEN出力
ヒロセ 12Pコネクタの ピン9は EEN出力で
75Ω相補型エミッタフォロワー回路です。
電源は5Vです。出力レベルは 75Ωで4V以
上 ,終端はしていません。EENはカメラリン
クコネクタからも出力します。

5-5-5 カメラリンク出力インターフェース
（CameraLinkTM）
カメラリンクビデオ出力は ベース構成で 10
ビット 又は 8ビット、出力です。　　
デジタル出力は CameraLinkTM標準多重信号
出力インターフェースを経由して出力され
ます。デジタル出力の出力ドライバは NS タ
イプ DS90CR285MTDです。 デジタルビデオ
からのデータビット、FVAL,LVAL,DVAL,そし
てEEN は CameraLinkTMの規格の一部である
ツイストペアー線で多重伝送されます。 ト
リガ信号とシリアルカメラコントロール信
号は専用ラインで伝送されます。 トリガ入
力は 12Pコネクタ経由で TTLでも入力でき
ます(設定 TI=0で デジタル出力、TI=1で
12P)。　
シリアルカメラコントロールは 内部スイッ
チ SW700で 12Pコネクタ経由か カメラリン
ク経由か選択できます。7-1章をご参照くだ
さい。
2 6 ピンの  M D R コネクタのピン仕様は
CameraLinkTMベース構成に準じています。
カメラリンク仕様の詳細に関しては　JAIの
WEBを参照ください（www.jai.com）

Port/Signal 8bit 
出力時 出力時  

10bit 
 

Pin No.  

Port  A0 L2 L0 TX0 

Port  A1 L3 L1 TX1 

Port  A2 L4 L2 TX2 

Port  A3 L5 L3 TX3 

Port  A4 L6 L4 TX4 

Port  A5 L7 L5 TX6 

Port  A6 L8 L6 TX27 

Prot  A7 L9 L7 TX5 

Prot  B 0 R2 L8 TX7 

Prot  B 1  R3 L9 TX8 

Prot  B 2 R4 NC TX9 

Prot  B3 R5 NC TX12 

Prot  B4 R6 R8 TX13 

Prot  B5 R7 R9 TX14 

Prot  B6 R8 NC TX10 

Port  B7 R9 NC TX11 

Port  C0 NC R0 TX15 

Port  C1 NC R1 TX18 

Port  C2 NC R2 TX19 

Port  C3 NC R3 TX20 

Port  C4 NC R4 TX21 

Port  C5 NC R5 TX22 

Port  C6 NC R6 TX16 

Port  C7 NC R7 TX17 

LVAL   TX24 

FVAL   TX25 

DVAL   TX26 

EEN   TX23 

図 6　EEN出力

図 5　トリガ入力
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6. 機能及び操作方法
この章では 7-4章 CV-M2CL/M8CL コマンドリスト に記載されている略語、コマンドが使われております。
コマンドの詳細は 7-4章 CV－M2／M8 コマンドリストをご覧ください

6-1 基本機能
CV-M2CL/M8CLは シングルまたはデュアルチャンネルカメラリンクにより 8ビット又は10ビットの
映像を送りだすプログレッシブカメラです。 CV-M2CLのBNCコネクタからは モニタ用の EIAまたは
CCIRの コンポジット信号を 取り出せます。 この映像は 画角は同じですが デジタル信号用よりは解
像度が落ちますので あくまでモニター用としてお使いください。 また CV-M8CLは ベイヤーパター
ンを採用したカラーカメラですので 正式な白黒映像は出力できません。
カメラを 連続あるいは リセットコンティニュアスモード（RCT）で 動作させる場合は アイリスビ
デオ信号により アイリスコントロールが可能です。
CV-M2CLはニー機能（シングルチャンネル出力の場合は ガンマ補正も）高いコントラスト比を持っ
た被写体の撮像も可能にします。
CV-M2CL/M8CL は 1／ 2，1／ 4 及び 1／ 8ラインの部分読み出し機能も備えております。また 1ラ
イン単位で 読み出し開始ライン又は 読み出しライン数を設定できるプログラマブル部分読み出し
機能も可能です。
トリガモードには5種類あります。 エッジプリセレクト（EPS）、パルス幅コントロール（PWC）、リ
セットコンティニュアス（RCT）、バーストトリガ、そして PIV (粒子像速度)です。蓄積は LVAL同
期、LVAL非同期に対応しております。
以下に 概要を示します。

6-1-1 デュアルビデオ出力
カメラリンクでの 映像読み出しはシングルまたはデュアルチャンネル経由で行われます
(出荷設定は シングルチャンネル OS=0、デュアルチャンネルは OS=1)。 もしデュアルチャンネル
を使う場合は フレームグラバーで 2つの「1/2 映像」から フル画像を再構築する必要があります。

図 7 　デュアルチャンネル読み出し

2チャンネル出力では下記のように映像
が出力されます。右側の映像を反転させ
左右の映像を重ね合わせます。

6-1-2 バーストトリガ
バーストトリガの設定は TR（トリガモード）=4です。 バーストトリガにより 事前に設定し
た 5種類のシャッタによる映像を 連続したひとつの 映像として読み出すことが出来ます。 各々
のシャッタスピードは BSH1から BSH5によって 設定されます ( 設定範囲は 1Hから 1216H)。

図 8 　バーストトリガ
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6-1-3 リセットコンティニュアストリガモード（RCT）
このモードでは アイリスビデオ出力によりアイリスをコントロールできますので ITS (道路
監視) 用途などに 使用することが出来ます。 設定は TR=2です。
このモードでは カメラは連続して動作し レンズアイリスは アイリスビデオでコントロール
されます。 トリガパルスが入力されると 走査は一度リセットされた後再スタートします。こ
の時 前の信号は 高速掃きだし読み出しにより掃き出され  新しい露光が開始します。 この高
速掃き出し読み出しは 「スミアレス」と同じ効果を持ちますので 新しくトリガされたフレー
ムでは ハイライト部の上部スミアが低減されます。

図 9 　リセットコンティニュアストリガモード

6-1-4 PIV（Particle Image Velocimetry 粒子像速度）モード
このモードは 非常に短い期間内に 二つの映像を取り込むようなアプリケーションで有効な
ものです。 TR=5で設定します。照明としては ストロボ あるいはレーザーが使われます。最
初の蓄積時間は 4μ秒、二回目は 1フレームの長さになります。

図 10 　PIV モード
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6-1-5 デジタルビデオ ビット割り当て
セットアップ 並びに アナログとデジタルビデオの関連は下図の通りです。

注：上図は ニー 機能OFFです

図 11 　デジタルビデオ ビット割り当て

図 12　ニー機能
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6-1-6 ニー機能

これは CV-M2CL だけの機能です
ニー機能は ハイライト部の信号を圧縮します。 ニーポイントの点から上の部分のスロープは
20％です。ニーポイントは パラメーターで712から1023まで調整することが出来ます。 ニー
パラメーターが 890の場合 カメラは 175％までのハイライトを再現します。この機能は 被
写体の中で 明るい部分と暗い部分が分かれているような用途で有効です。

D
ig

it
al

 O
ut

 [L
SB

]

1023

890

0

200mV 
(100%)

Analog CCD Out 350mV 
(175%)

Knee 
Point

Knee Point は可変。 
Knee の傾斜は変わらない。 

• Master Knee
• R Fine Knee

Knee ポイントは可変。712 から 1023

1023 は ニーOFF 

Knee の傾斜（スロープ）は約20%



CV-M2CL/M8CL

- 9 -

6-2 センサーレイアウトとタイミング
6-2-1 CCDセンサーレイアウト

タイミングと読み出しに関連するセンサーのレイアウトは下図の通りです。CV-M8CLはベイ
ヤー方式のカラーセンサーを使っており GRでスタートします。

上記は、全画面出力時の例です。部分読出し時には、有効映像の最初のピクセルは、読出し
開始位置によって GRライン中の Gになったり、BGライン中の Bになったりします。

図 13 　センサーレイアウト
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6-2-2 垂直タイミング（ノーマルモード）
条件：ノーマルモード、フルフレーム、シングルチャンネル 又は デュアルチャンネル、1LVAL
＝ 47.9μ sec(シングルチャンネル) 27.3μ sec （デュアルチャンネル）

1L：1LVAL 期間 OB：オプチカルブラック

図 14　垂直タイミング (ノーマルモード)

6-2-3 水平タイミング（シングルチャンネル）
条件：ノーマルモード、フルフレーム

1CLK：1ピクセルクロック期間 25ns OB：オプチカルブラック

図 15 　水平タイミング（シングルチャンネル）
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6-2-4 水平タイミング（シングルチャンネル） 詳細

条件：全動作モード対応、フルフレーム
1CLK：1ピクセルクロック期間 25ns OB：オプチカルブラック

図 17 　水平タイミング（デュアルチャンネル）

図 16 　水平タイミング 詳細（シングルチャンネル）

6-2-5 水平タイミング（デュアルチャンネル）

条件：ノーマルモード、フルフレーム
1CLK：1ピクセルクロック期間 25ns OB：オプチカルブラック
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　　図 18 　水平タイミング 詳細 （デュアルチャンネル）

6-2-7 LVAL 同期蓄積
設定コマンド LSを 0にすることにより 蓄積は LVAL同期に設定されます。 トリガパルスは
2LVAL期間より長く取る必要があります。 蓄積は トリガの立上がり（立下がり）の後の最初
のLVALでスタートします。露光の開始遅延は 最大で1ラインです。（1ラインは シングルチャ
ンネル 47.9μ sec, デュアルチャンネル 27.3μ sec）
EPSモードにおいては 露光は設定したシャッター時間（LVAL数値で）の 0.5L後で
終了します。 また PWCモードでは 露光時間は トリガの立下がり（立上がり）の後の最初の
LVALの 0.5L後 で終了します。その結果 最大 1LVALのジッターになります。
LVAL同期蓄積モードでは 次のトリガーは 前のフレームが読み出されている間に 新しい露光
をスタートさせることが出来ます。これにより トリガーレートを フレームレートに近づけ
ることが可能です。（1FVAL＋ 3LVAL）

　このモード使用時の重要な注意

LVAL 同期蓄積 PWCモードでは もし トリガーの立下がり（立上がり）が LVALに同期してい
ない場合、1LVALまでのジッターが起こります

6-2-6 水平タイミング 詳細（デュアルチャンネル）

条件：全動作モード、フルフレーム

1CLK：1ピクセルクロック期間 25ns OB：オプチカルブラック
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図 19 　LVAL同期蓄積 （EPSモード）

図 20 　LVAL同期蓄積 （PWCモード）

6-2-8 LVAL 非同期蓄積
設定コマンド LSを 1にすることにより 蓄積はトリガの立上がり（立下がり）の直ぐ後に開
始します。 露光の開始遅れは トリガーの後 151クロックパルスです。
それは 3.76μ secです。
EPSモードでは 露光は 設定されたシャッター時間（LVAL数値で）の 0.5L後で
停止します。
PWCモードでは 露光は トリガの立下がり（立上がり）の 0.5L後で停止します。次のトリガ
は 前のフレームが読み出されるまで 入力できません（FVALは LOW）。
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最小のトリガ期間は （露光時間＋ 1FVAL＋ 3LVAL）以上が必要です。

  このモード使用時の重要な注意
LVAL非同期 PWCトリガモードでは 露光ジッターはありません
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図 21　 LVAL非同期蓄積 （ EPSモード）

図 22　LVAL非同期蓄積 （ PWCモード）
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6-2-9 部分読み出しの 垂直タイミング

部分読み出しには 1／2，1／4，1／8ラインの3種類の設定があります。設定コマンドは SC
で 0から3で各々設定できます。 SCを4に設定すると 部分読み出しのスタートラインと読み
出しライン数がプログラム設定できます。 スタート位置は設定コマンド PSで 1ラインから1151
ラインまで、読み出しライン数は 設定コマンド PCで 50から 1200まで設定できます。 部分
読み出しは シングル又はデュアルチャンネル出力とも動作します。部分読み出しは上部と下
部の電荷を高速で掃き捨てを行ない、設定したライン数は 通常に読み出しをすることにより
高フレームレートの出力を可能にします。
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　下図は 1／ 2 部分読み出し(600ライン) (デュアルチャンネル出力)

注：（＊）の付いた数値は 部分読み出しの設定によって異なります。詳細は下図を参照く ださい

図 23　垂直タイミング （1／ 2 部分読み出し）
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下図は 各部分読み出しの場合の垂直タイミングの数値を示します。
シングル 及びデュアルチャンネル出力での最大フレームレートは ノーマルモード時(設定コ
マンド TRを 0)を示しております。トリガーモード時は 低くなります。それは 蓄積時間が
読み出し時間に加わるためです。
下図において 1LVALは 47.9μ sec (シングル)、 27.3μ sec(デュアル)

（シングルチャネル出力時）  
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（デュアルチャネル出力時） 
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図 24　各種読み出し時の垂直タイミング
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図 25　垂直ビニングの垂直タイミング （ノーマルモード、フルフレーム）

6-2-10 垂直ビニング

垂直ビニングは CV-M2CLだけの機能です。

これは上下に並んだ2つのラインのピクセル値を加え ひとつのラインとして読み出すもので
す。したがって 感度は 2倍になりますが 垂直の解像度が半分になります。垂直ビニングは
二つの垂直 CCDセルの電荷を 一つの水平転送 CCDに 送ることによって行われます。これは
DVALが Highの期間のラインだけ可能です。ビニングは CV-M2CLの モードが ノーマルモー
ド(設定コマンド TRで 0)、EPSモード（TRで 1）、PWCモード（TRで 2）の場合のみ機能し
ます。 またビニングは 部分読み出しと併用することは出来ません。 もし 両方の機能を同時に
設定した場合は ビニングが優先します。
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6-3 タイミング信号の入出力
6-3-1 タイミング信号の入力

カメラを同期させるには 外部同期信号ではなく 外部トリガ信号を使用します。カメラは常
時 内部同期信号で動作します。

コマンド設定は
カメラリンク経由のトリガ入力 TI＝ 0
12Pコネクタ 10番ピンで TTLでトリガ入力 TI＝ 1
トリガの極性 アクティブ・ロー TP＝ 0
トリガ入力を アクティブ・ハイに変えるには TP＝ 1

6-3-2 タイミング信号の出力

カメラからのビデオデータを同期させるには 下記信号が カメラリンクのベース構成上で使
用できます。
FVAL Frame VALid 有効フレームに対してハイ
LVAL Line VALid 有効ラインに対してハイ
PCLK Pixel CLocK 立ち上がり時データ保持
DVAL Data VALid 有効データに対してハイ
EEN Exposure ENable 露光時 ロー

カメラリンクのピン配置の詳細に関しては 5-3章並びに 5-5-5章を参照ください。
EENは TTL信号として 12Pヒロセコネクタの 9番ピン経由で出力されます。

注：垂直ビニング操作上の注意。
LVAL非同期設定でトリガを入力している場合、EPS、PWCとノーマル（又はその逆）を
切替えるとシャッタスピードの変更が出来なくなります。
トリガモードを切替える場合は必ずトリガ入力を停止するかLVAL同期設定で行ってくだ
さい。
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6-4 トリガモード

このカメラは 6種類のモードで操作することが出来ます。ひとつは非トリガ動作、残り5つが 外部
トリガ動作で RS232Cコマンドで設定します。

1. TR=0 Con ノーマル連続動作モード 事前に設定した露光時間(SM=0,SM=1)
2. TR=1 EPS エッジプリセレクトモード 事前に設定した露光時間(SM=0,SM=1)
3. TR=2 RCT リセットコンティニュアスモード 事前に設定した露光時間(SM=0,SM=1)
4. TR=3 PWC パルス幅コントロールモード パルス幅制御された露光時間
5. TR=4 バーストトリガ 5EPS. トリガ立下がり（立上がり）で読み出し
6. TR=5 PIV PIVモード

ノーマル連続動作モードとエッジプリセレクトモードでは シャッターは シャッターモード（SM）を
0に設定した場合 10種の設定値から また 1に設定した場合は 1216ステップからプログラムできま
す。 パルス幅コントロールでは 長時間露光が可能です。 長時間の場合 2秒以内が 推奨値です。 スキャ
ニング設定（SC）を 1から 4に設定することで 部分読み出しが すべてのモードで可能です。

  重要な注意

電源ON直後にトリガ入力された最初のフレームは 状況によってうまくキャプチャー出来ないこと
がありますので 最初のフレームはスキップすることをお薦めします。

RS232C及びカメラリンクによるトリガモード変更に関する重要な注意

RS232C又はカメラリンクでトリガモードの変更をする際には 事前に 入力をはずすか 信号の入力を
ストップしてください。 もし モード設定コマンドが トリガパルスと同じタイミングで入力された場
合 最悪の場合 カメラ機能と通信が ラッチアップしてしまいます。 リセットするには 電源を入れな
おす必要があります。モードはトリガモード（TR）と読み出しです（SC）。

6-4-1 ノーマル連続動作 （非トリガ動作）
RS232C経由でモードを設定します。 トリガモードは ノーマルです（TRは0）。   非同期の外
部トリガを必要とせず 連続して動作させる用途では このモードが使われます。シャッタモー
ドは ノーマルか プログラマブルです(SM＝ 0，SM＝ 1）。 シャッタは 1／ 14，000まで 10ス
テップすべてか 1216ステップをプログラムして使用できます。 このモードで CV-M2CLは モ
ニター用として CCIRまたは EIAのアナログビデオ信号を出力できます。ただし フルスキャ
ン動作のみです。 ビデオはライン周波数が 15.734KHzで 50フレーム又は60フレームが可能
です。
CCIRは 290ライン、シャッタスピードは 262LVAL以下、EIAは 240ライン、シャッタスピー
ドは 262LVAL以下です。

このモードを使うための機能設定

トリガモードを「ノーマル」に設定 TR=0
シャッターモード 標準、又はプログラム SM=0, SM=1
シャッタースピード SH=0 から 9
プログラマブルシャッタ PE=1 から 1216まで
読み出しモード SC＝ 0から 4
出力設定 OS=1, OS=2, OS=3
極性とその他の機能と設定

  このモード使用時の重要な注意

アナログビデオ出力は OSを 2に設定。ただしフルスキャンのみです。

　　　垂直タイミングは 6-2-2章 参照(図 14)

　　　水平のタイミングは 6-2-3章から 6-2-6章（図 15から 18）
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6-4-2  エッジ プリセレクト トリガモード（EPS）
EPSモードでは LVAL同期（LS=0）の場合 最初の LVALの後 トリガの立上がり（立下がり）に
よって露光が開始します。又LVAL非同期（LS=1）の場合は トリガの立上がり（立下がり）で
直ちに 露光が開始します。そして 事前に設定したシャッタ時間で読み出されます。シャッ
タ時間は 固定 10ステップ（SM=0） または プログラムされた 1216ステップ（SM=1）になり
ます。 このモードは フルスキャン 及び部分読み出し共働きます。
EENパルスは 実際の蓄積時間を示します。 FVALパルスは 映像が読み出される期間を示します。

このモードを使うための機能設定
トリガモードを EPSに設定 TR=1
LVAL同期蓄積 又は非同期蓄積 LS=0, LS=1
シャッタモード 標準、又はプログラム SM=0, SM=1
シャッタスピード SH=0 から 9
プログラマブルシャッタ PE=1 から 1216
読み出しモード SC＝ 0から 4
出力設定 OS=0, OS=1
極性 及び その他の機能と設定

入力 外部トリガ カメラリンク 又は 12Pコネクタの 10番ピン

  このモードを使う場合の重要注意事項

• トリガパルス期間は 2LVAL以上 3FVAL以下
• 同期蓄積（設定 LS=0）での 最小のトリガ期間は （1FVAL+3LVAL）か （露光時間＋3LVAL）
の 長いほうです。次の露光は 前のフレームが読み出されるまで 完了しないようにしてく
ださい。

• 非同期蓄積（設定 LS=1）での 最小のトリガ間隔は（露光時間 +1FVAL+2LVAL)以上で トリ
ガは FVALがローになるまで入力しないでください。

• 1LVALは 47.9μ sec （シングルチャンネル）、27.3μ sec （デュアルチャンネル）。
• トリガをヒロセ 12Pコネクタ 10番ピンから「アクティブハイ」で入力する場合は カメラ
起動時に 1回以上 ダミーパルスを入力してください。

水平のタイミングに関しては 6-2-3から 6-2-6章を参照（図 15から 18）
LVAL同期・非同期のタイミングに関しては 6-2-7と 6-2-8章を参照（図 19から 22）
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6-4-3  リセットコンティニュアストリガモード （RCT）
RCTモードは 基本的に ノーマルモードと同じです。違いは 外部トリガパルス入力後直ちに
映像読み出しを止め、リセットし、垂直の走査を再開始するという点です。 高速掃きだし読
み出しの後トリガによる露光が開始し 通常の読み出しが行われます。高速掃きだし読み出し
は シングルチャンネル出力で 通常の18倍、デュアルチャンネル出力で 10倍が可能です。 も
し 新しいトリガパルスが 入力されない場合は カメラは通常のモードで動作し続けます。 高
速掃きだし読み出しは 「スミアレス読み出し」と同じ効果を得られます。高輝度被写体にお
けるスミアは トリガされたフレームに対して 減少されます。
リセット連続トリガモードの場合は ビデオアイリス機能を持ったレンズの使用が可能ですの
で 交通監視システム等に最適です。

このモードを使うための機能設定
トリガモードを RCTに設定 TR=2
LVAL同期 又は非同期蓄積 LS=0,LS=1
シャッターモード 標準、又はプログラム SM=0、SM=1
シャッタースピード SH=0 から 9
プログラマブルシャッタ PE=1 から 1216
読み出しモード SC＝ 0 から 4
出力設定 OS=0, OS=1
極性 及び その他の機能と設定

入力 外部トリガ カメラリンク 又は 12Pコネクタの 10番ピン

  このモードを使う場合の重要注意事項

• トリガパルス期間は 2LVAL以上から 3FVAL未満のこと。
• 次のトリガは 前のトリガによるフレームが読み出されてから入力してください。
• 1LVALは 47.9μ sec （シングルチャンネル）、27.3μ sec （デュアルチャンネル）。
• 高速掃き出し読み出し（スメアレス）の時間は シングルチャンネル出力で 3.2msec、デュ
アルチャンネル出力で 3.33msec です。

• トリガをヒロセ 12Pコネクタ 10番ピンから「アクティブハイ」で入力する場合は カメラ
起動時に 1回以上 ダミーパルスを入力してください。

水平のタイミングに関しては 6-2-3から 6-2-6章を参照（図 15から 18）
LVAL同期・非同期のタイミングに関しては 6-2-7と 6-2-8章を参照（図 19から 22）
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図 27　リセットコンティニュアストリガモード
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6-4-4 パルス幅コントロールトリガモード（PWC）
このモードでは コマンド LSを 0に設定すると トリガの振幅の 最初の LVAL
パルスで 蓄積を開始します。 LSを 1に設定すると、トリガの立上がり（立下がり）で直ちに
露光を開始します。 そしてトリガの立下がり（立上がり）で停止し 映像が読み出されます。
このモードは フルと部分読み出し共に働きます。EENパルスが 実際の蓄積時間を示し FVAL
パルスは 映像が読み出されていることをしめします。  蓄積時間は トリガのパルス幅と同じ
です。したがって 長時間露光（max. 2秒）が可能となります。

このモードを使うための機能設定
トリガモードをパルス幅コントロールに設定 TR=3
LVAL同期 又は非同期蓄積 LS=0,LS=1
読み出しモード SC＝ 0から 4
出力設定 OS=0, OS=1
極性 及び その他の機能と設定

入力 外部トリガ カメラリンク 又は 12Pコネクタの 10番ピン

  このモードを使う場合の重要注意事項

• トリガパルス期間は LVAL同期時 2LVAL以上から 2秒未満、LVAL非同期時 1.1LVAL以上か
ら 2秒未満のこと。

• 同期蓄積（LS設定を0）では 最小のトリガ間隔は 1FVAL +3LVAL。次のトリガは前のフレー
ムが読み出されるまで入力しないでください。

• 非同期蓄積（LS設定を 1）では 最小のトリガ期間は (露光時間 +1FVAL+2LVAL)。次のトリ
ガは FVALがローになるまで 入力しないでください。

• 1LVALは 47.9μ sec （シングルチャンネル）、27.3μ sec （デュアルチャンネル）。
• トリガをヒロセ 12Pコネクタ 10番ピンから「アクティブハイ」で入力する場合は カメラ
起動時に 1回以上 ダミーパルスを入力してください。

水平のタイミングに関しては 6-2-3から 6-2-6章を参照（図 15から 18）
LVAL同期・非同期のタイミングに関しては 6-2-7と 6-2-8章を参照（図 19から 22）

図 28 　パルス幅コントロールの垂直タイミング
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6-4-5 バーストトリガモード
バーストトリガモードでは ひとつのトリガパルスによって あらかじめ設定した 5つの露光
を 順々に開始することが出来ます。5つのシャッター時間は コマンド BSH1から BSH5で設
定されます（露光時間は 1Hから 1216H）。露光は LVAL同期です。またプリセットシャッター
は使用できません。露光は トリガの立上がり（立下がり）の後の最初の LVALで 1番目がス
タートし 設定したシャッター時間で読み出されます。前のフレームが読み出されている間に
次の露光がスタートし 5つ目の 露光が読み出されるまで 続きます。
このモードは フルと部分読み出しとも働きます。EENパルスは 実際の露光時間を示し FVAL
パルスは 映像が 読み出されていることを示します。

このモードを使うための機能設定
トリガモードを「バースト EPS」設定 TR=4
LVAL同期を 同期に設定 LS=0
バーストシャッター 1から 5 BSH1 から BSH5

1 から 1216
読み出しモード SC＝ 0から 4
出力設定 OS=0, OS=1
極性 及び その他の機能と設定

入力 外部トリガ カメラリンク 又は 12Pコネクタの 10番ピン

  このモードを使う場合の重要注意事項

• トリガパルス期間は 2LVAL以上 3FVAL未満。
• 最小のトリガ期間は 1回目の露光時間＋ FVALx5＋ 3L。
• 次のトリガは 5番目のフレームの後 FVALがローになるまで入力しないでください 。
• 1LVALは 47.9μ sec （シングルチャンネル）、27.3μ sec （デュアルチャンネル）。
• トリガをヒロセ 12Pコネクタ 10番ピンから「アクティブハイ」で入力する場合は カメラ
起動時に 1回以上 ダミーパルスを入力してください。

水平のタイミングに関しては 6-2-3から 6-2-6章を参照（図 15から 18）
LVAL同期・非同期のタイミングに関しては 6-2-7と 6-2-8章を参照（図 19から 22）

図 29 　バーストトリガモード
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6-4-6 PIV モード
PIV（Particle Image Velocimetry 粒子像速度）モードは 2つの映像を短時間でキャプチャーするよ
うな用途で使われます。照明として ストロボが 使用されます。最初の露光時間は 固定で 4.68μ
secです。 1.5μsec後に2回目の 露光がスタートします。 蓄積はLVAL非同期です。最初の露光は
トリガの立上がり（立下がり）でスタートします。最初のストロボは 最初の露光期間内、2回目
のストロボは 最初のフレームが読み出されている間に発光させます。これより2回のストロボで
露光した 2つのフレームが読み出されます。

このモードを使うための機能設定
トリガモードを「PIV」に設定 TR=5
LVAL同期を 非同期に設定 LS=1
読み出しモード  SC＝ 0から 4
出力設定 OS=0, OS=1
極性 及び その他の機能と設定

入力 外部トリガ カメラリンク 又は 12Pコネクタの 10番ピン
2 ストロボフラッシュ

  このモードを使う場合の重要注意事項

• トリガパルス期間は 2LVAL以上 3FVAL未満。
• 最小のトリガ間隔は FVAL x 2 ＋ 2L。
• 次のトリガは 2番目のフレームが読み出された後 FVALがローになるまで 入力しないでください。
• 外部トリガ入力後の動作時間を正確に求める場合は カメラリンクからのトリガ入力をお使
いください。

• 1LVALは 47.9μ sec （シングルチャンネル）、27.3μ sec （デュアルチャンネル）。
• トリガをヒロセ 12Pコネクタ 10番ピンから「アクティブハイ」で入力する場合は カメラ
起動時に 1回以上 ダミーパルスを入力してください。

水平のタイミングに関しては 6-2-3から 6-2-6章を参照（図 15から 18）
LVAL同期・非同期のタイミングに関しては 6-2-7と 6-2-8章を参照（図 19から 22）

図 30  PIVモード

 図 31  　PIVモード詳細
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6-5 その他の機能

ビットの割り当て BA
カメラリンクの映像出力は 10ビット（BA＝ 0）又は 8ビット（BA＝ 1）を選択できます。 8ビット
を選択した場合は 上位8ビットが出力されます。 カメラリンクのビット割り当てに関しては 5-5-5
章「カメラリンクインターフェース」及び 6-1-5章「デジタルビデオ出力割り当て」を参照ください。

モニターモード  MN
ノーマルモード（TR=0）で フルフレーム（SC=0）の場合、出力コマンド OSで コンポジットアナ
ログビデオ出力を選択できます（設定 OS=2）
MNを 1で CCIR（50fps、290ライン）、MN=0で EIA（60fps、240ライン）に設定できます。水平周
波数は 15.734KHzです。映像は通常のビデオモニターで見ることが出来ます。リアパネルの SW-1で
設定することも出来ます（1に設定）。この場合は SW-1の設定が優先します。この出力は インター
レス出力ではなく プログレッシブ出力で 垂直のラインが通常の半分となりますので 調整・設定用
にのみお使いください。

トリガ入力設定  TI
この機能は トリガ入力を カメラリンク経由（TI=0） か ヒロセ 12ピンコネクタの
10番ピン経由（TI=1）に設定します。 終端 75ΩかTTLは リアパネルのSW-1の2番で設定できます。

トリガの極性   TP
このコマンドでトリガの極性を変更できます。 通常はLOWです（TP=0）。

ガンマ設定    GS  　　注：この機能は CV-M2CLのみです。

ガンマ1又は0.45を選択します。 ガンマ1は 入射光と出力映像の関係がリニアであることを示しま
す。ガンマ 0.45は 暗部を増幅し黒の再現性を向上します。ガンマ0.45は シングルチャンネル出力
の場合のみ対応しております（OS設定 1）。

リアのポテンショメータ動作  RP
ゲイン調整を カメラ背面にあるポテンショメータで行うか RS232Cで行うかの選択をします。 カメ
ラ背面のSW-1でも設定出来ます。 SW-1での設定が優先します。

デュアルチャンネル 自動レベル差補正   AU
この機能は デュアルチャンネル出力時の チャンネル間の レベル差を補正するものです。ABA
（Automatic Black Adjust）は 2チャンネル間の黒レベルの差を AWA( Auto White Adjust)は 輝度レベル
の差を ワンプッシュで 補正します。ABAには AUを 1に設定、AWAには AUを 2に設定。 ABA調整
時は レンズキャップを、また AWA調整時には 100％の映像レベルになるような 白い平面を写して
実行します。

デュアルチャンネル出力時 温度変化等で
L／Rチャンネルの輝度にレベル差が生じること
があります。これはマニュアルで調整すること
も出来ますが ABA，AWAのオート機能を使って
ワンプッシュで調整することが出来ます。右図
に示すL及びRの取り込み範囲の輝度の平均レベ
ルを Lチャンネルを基準にして比較し 自動調整
します。 この調整は 約30分通電後行ってくださ
い。

1600pixel 

1200line 

800pixel 800pixel 

Lch取り込み
範囲 

Rch取り込み
範囲 

CV - M2全映像範囲 

600line 

図 32　デュアルチャンネル自動補正検出
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マスターブラックレベル         BL
ブラックレベル微調整 右チャンネル    BLF
ABAモードは左チャンネルを基準に右チャンネルの微調整を自動で行います。

マスターゲインレベル          GA
ゲインレベル微調整  右チャンネル    GAF
AWAモードは左チャンネルを基準に右チャンネルのゲインの微調整を自動で行います。

マスターニーポイント KL 注：この機能は CV-M2CLのみです

ニーポイント微調整  右チャンネルKLF 注：この機能は CV-M2CLのみです

両チャンネルのニーポイント 並びに右チャンネルのニーポイントの微調整を行います。
6-1-6章 「ニー機能」を参照ください

  調整モード使用時の重要な注意

ブラックレベル 及びゲインレベルの調整には 電源を入れて約 30分以上通電後行ってください。

6-6 通信機能

下記コマンドは 識別とヘルプのためのものです。 図33 ターミナルエミュレーターソフトがインス
トールされている PCから 印刷した例です。（Hyper Terminal） 設定状況、バージョン、カメラ ID 、
モデル名、 ユーザーID そして ヘルプリストを見ることが出来ます。

7-2章 RS-232C制御 及び 7-3章 CV-M2CL/M8CLコマンドリスト参照

Echo Back EB=1
ONの場合 カメラは通信が正常であることを返信します

Status ST
このコマンドを受信した場合 カメラは すべての機能に対する現在の設定状況を 送り返します。

Help HP
このコマンドを受信した場合カメラはすべての機能に対する HELPリストを送り返します。

Version Number VN
このコマンドを受信した場合 カメラはファームウエアのバージョンを 3桁の数字で送り返します

Camera ID ID
このコマンドを受信した場合 カメラは 製造番号である カメラ IDを送り返します

Model Name MD
このコマンドを受信した場合 カメラは モデル名を 送り返します

User ID UD
このコマンドで ユーザーは 識別のための 16桁の文字を設定しメモリー出来ます。
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図 33　ターミナルプリントアウト

6-7 保存 及び 読み込み機能
下記コマンドは カメラの EEPROMにカメラ設定を保存又は読み込むためのものです。

Load Settings LD
このコマンドは 保存された前のデータをカメラに読み出します。 ユーザー設定は カメラのEEPROM
に 1つ保存できます。 工場設定もまた保存されます。最後に使用された設定が 次に電源投入時の 初
期設定になります。

Save Settings SA
このコマンドは 実際のカメラ設定を カメラ EEPROMのユーザー領域に保存します。工場設定は 変
更できません。

EEPROM  AREA EA
このコマンドを受信すると カメラは 最後に使用したユーザー領域を戻します。
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6-8 動作モード・機能一覧

  
 
 

 

 
  

  

 
 

     

 
        

 

     
 

 

 
  

 
     

 
 

 

 

  
 

  

 
 

  
 

  

 
  

注）（※）垂直ビニングは CV-M2CLだけの機能です。
注）部分読み出しと垂直ビニングの併用は不可です。併用設定の場合は垂直ビニングが優先されま

す。
注）垂直ビニング操作上の注意。

LVAL非同期設定でトリガを入力している場合、EPS、PWCとノーマル（又はその逆）を切替え
るとシャッタスピードの変更が出来なくなります。
トリガモードを切替える場合は必ずトリガ入力を停止するかLVAL同期設定で行ってください。
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7 カメラの設定

7-1 RS-232C/カメラリンク スイッチ
内部スイッチ SW700 は コントロールを 12Pヒロセ経由か カメラリンク経由で行うかの選択をしま
す。 工場設定は カメラリンク経由です。 スイッチは カメラ内部の マザーボードに あります。

図 34 　内部スイッチの位置

7-2 シリアル コントロール

CV-M2CL/M8CLのすべての構成は 12Pヒロセコネクタか カメラリンク経由で RS232Cで設定されま
す。選択は 内部スイッチで 行います。カメラは PCターミナルエミュレーターソフトか JAIのカメ
ラコントロールソフトを使って セットアップされます。
下記に ASCIIベースの コマンドプロトコルにつて

注）内部スイッチの切替えは必ず電源をOFFにして行ってください。
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プロトコル

カメラへの設定転送
NN=[Parameter]<CR><LF>
NNはすべてのコマンド 。 大文字でも小文字でも可。

カメラの応答
COMPLETE<CR><LF>

注：いくつかのコマンドは 要求されるのみ

すべての通信をエミュレーター画面で見えるようにするためには、下記でスタート
EB=1<CR><LF>

カメラの応答
COMPLETE<CR><LF>

カメラへの認証コマンドの転送
NN?<CR><LF>

カメラの応答
NN=[Parameter]<CR><LF>

カメラを実際に設定するためには下記を転送
ST?<CR><LF>

カメラの応答
現在の設定の全リスト

コマンドリストを見るためには下記転送
HP?<CR><LF>

カメラの応答
全コマンドと可能な設定のリスト

無効なパラメータをカメラに送る  （99は無効なパラメーター）
SH=99<CR><LF>

カメラの応答
02 Bad Parameters!!<CR><LF>

ファームウェアーのバージョンを知るために
VN?<CR><LF>

カメラ IDを知るためには。 製造のロット番号を示します。
ID?<CR><LF>
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7-3 CV-M2CL/M8CL  コマンドリスト
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7-4 CV-M2CL/M8CL用 カメラコントロールツール
Windows98/NT/2000/XP用のカメラコントロールツールは Webサイト www.jai-corp.co.jpからダウン
ロードすることが出来ます。このコントロールツールには カメラコントロールプログラムと 独自
のプログラムを作るためのツールが入っております。 システムインテグレーターや経験豊富なユー
ザーの方にとっては  カメラコントロールツールは  大変便利なツールです。  このツールは
Windows98,ME,NT,2000,XPの為に作られた 簡単で効率的な ActiveXも提供します。OCXインター
フェースは PCのシリアルインターフェースを使って カメラの固有情報を読み出したり書き込んだ
りすることにより  カメラを接続することが出来ます。 そのためには Visual Basic、Visual C++ または
MSウインドウズの類似の プログラム言語による簡単なプログラム技術が必要となります。

7-4-1 コントロールツールウインドウ

1. カメラコントロールツールバーは常に前面に表示します。

2. カメラコントロールツールバーを最小にすると すべての開いているウインドウは閉じま
す。

3. カメラが オンラインでも オフラインでも カメラコントロールツールは使用可能です。

4. 最新の JAIのカメラは 常に 最後に使ったユーザー領域で立ち上がります。

5. カメラコントロールツールは 最後に使ったユーザー設定(領域ではありません)を保存し
ます。それは 最後に保存したユーザー領域と同じである必要はありません。

6. 設定ファイル 「Camera Name.ini」はカメラ設定に関するすべての情報を保存します。プ
ログラムがスタートすると プログラムの最新の設定は ファイル 「CameraName.ini」から
読み込まれます。

7. カメラとカメラコントロールツールを立ち上げる時に カメラコントロールツールが現在
の設定を表示しないようにすることが可能です（4.項、5.項参照）。

a. カメラ設定を得るために 「Synchronize Program」をク
リック

b. カメラコントロールツールに保存された設定(最後に使
われた設定)をカメラに送るために 「Synchronize
Camera」をクリック

c. カメラがどの領域でスタートしたかを見るためには
「Get Area」をクリック

 図 35-1　CV-M2CL/M8CLのカメラコントロールツールの画面
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 図 35-2　CV-M2CL/M8CLのカメラコントロールツールの画面

7-4-2 カメラコントロールツールのインターフェース
カメラコントロールソフトは メインのツールバーと関連
するツールウインドウで構成されています。ツールバーの
各ボタンによって 各々のウインドウが立ち上がります。 プ
ログラムのレイアウトは 使いやすいように ウインドウを
アレンジすることによって 変更できます。 プログラムは
再起動することによって 新しい情報に書き換えられます。
すべてのカメラコントロールツールには コミュニケー
ションウインドウと Aboutウインドウがあります。その他
のウインドウは カメラコントロールコマンドを示します。

About Window
About ウインドウには カメラの写真、 プログ
ラムのバージョン情報、JAI へのインターネッ
ト接続 と ヘルプへのアクセスを含んでいま
す。 ヘルプを含むリストボックスは  拡張.pdf
を持つすべてのファイルを表示し それは プロ
グラム(初期設定)フォルダーにあります。
JAIのWebサイトから最新の操作マニュアルを
ダウンロードすることが出来ます。

http://www.jai.com

最新のマニュアルは 上記Webに保存され 自動
的にヘルプファイルのリストに付け加えられ
ます。 新モデルに関しては About ウインドウ
は モデル名、カメラ ID 及び User IDを表示し
ます。 User IDでは テキストで編集、保存が可
能です。 ウインドウの下部で（通信以外のすべ
てのウインドウ） カラーバーが表示されます。
カメラコントロールツールが カメラに接続さ
れ 電源が入っているときは 緑になります。カ
メラコントロールツールが接続されていない
とき又はカメラの電源が入っていない時は赤
です。
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Communication Window

コミュニケーションウインドウは カメラコントロールツールを JAIカメラに接続するために
使われます。 JAIカメラと通信するには2つの方法があります。

RS-232C

シリアルケーブルが接続されているコミュニケーションポートを コミュニケーションポート
部のリストボックスから選択するか コミュニケーションポートの1から16までカメラの接続
ポートを検索するために 「Auto」ボタンをクリックします。カメラコントロールプログラム
は自動的に 各ポートに カメラ認証の要求を送ります。もしカメラがこれに応答したら ユー
ザーは そのポートを使うことになります。

RS-232C と カメラリンク
コミュニケーションウインドウは カメラリンクと RS-232C ポートを使って通信する場合は
多少違ったレイアウトになります。 コミュニケーション部は2つのリストボックスを持ちま
す。

RS-232Cコミュニケーション
1.「CL Manufacture/COM-ports」リストボックスから「Com-ports」を選択
2.「Serial Portsリストボックスから シリアルケーブルがカメラに接続されているコミュニ
ケーションポートを選択 または コミュニケーションポート 1から 16まで カメラの接続
ポートを検索するために「Auto」ボタンをクリックします。 シリアルポートリストボック
スと Auto サーチボタンは COM-portsが選択された場合のみ有効です。

カメラリンク コミュニケーション
「CL Manufacture/COM-ports」は PCにインストールされている すべてのデジタル出力画像取
り込みボードのための DLLファイル名(または 画像取り込みボード名) を表示します。PCに
インストールされている画像処理ボードのオプションを選択してください。
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カメラリンクコミュニケーションについて
カメラコントロールツールソフトウエアーは 「clserial.dll」といわれる dllを読み込みます。
（dllは「system32」ホルダーにあります）「clserial.dll」は「clser***.dll」と呼ばれるすべての

dll を読み込みます。それらは 「system.32」ホルダーにあります。
各フレームグラバーボードメーカーは それぞれ独自の dll を持っています。

たとえば
Matrox clsermtx.dll
Coreco clsercii.dll
National Instruments clsernat.dll
Euresys clseremc.dll
Cam2Net clserc2n.dll

標準はアップデートされ 結果として 新しいファイルが dll を読み込むために使われます
（「clserial.dll」 の代わりに）。新しいファイルは 「clallserial.dll」と呼ばれます。フレームグラ
バーメーカーの何社かは 彼らの「clser***.dll」をアップデートし 「clallserial.dll」で読み込
めるようになっております。
新しい「dll」はやり方がちょっと違います。
1.新しいホルダー 「C:\cameralink\serial」を作る
2.フレームグラバーの「clser***.dll」を新しいホルダーに移す
3. 「clallserial.dll」は ホルダー「C:\cmaeralink\serial」にある「clser***.dll」と呼ばれる全て
の「dll」を読み込みます

Auto Search

コミュニケーションポート 1から 16まで カメラの接続ポートを検索するために「Auto」ボ
タンをクリックします。 カメラコントロールプログラムは 自動的にすべてのポートに認証要
求をし、使用しているコンピュータが認識したCOMポート経由で接続が可能です。 これは RS-
232Cコミュニケーション 又はカメラリンクコネクタ（画像処理ボードによっては使えない
場合があります）経由で有効です。

Off/On-line モード
カメラコントロールツールは オフライン(カメラが接続されていない場合)で すべての機能
が働きます。オフラインモードは コミュニケーションウインドウで グラフとテキスト付き
の状態表示で表示されます。 選択された コミュニケーションポートを変更することは(コミュ
ニケーションウインドウで) オンライン ／オフラインの状態を変更します。もしカメラが選
択された コミュニケーションポートにあれば アプリケーションはオンラインで動いており
ます。それ以外は オフラインです。

アプリケーションでの設定の変更は アプリケーションがオンラインの場合は自動的に カメ
ラ設定を更新します。もしアプリケーションとカメラとの接続が途切れた場合は 自動的にオ
フラインモードになり コミュニケーションウインドウに表示されます。

Synchronize Program and Camera

カメラコントロールソフトは カメラあるいはプログラムと
同期を取ることが出来ます。 「Synchronize Camera」をク
リックすると すべての設定を プログラムからカメラの
RAM上に書き込みます。 また 「Synchronize Program」をク
リックすると すべての設定を カメラからプログラムに読
み込みます。
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Files

「Write to File」 又は 「Read from File」をクリックすると 標準のファイルダイアローグが指示
されます。もしファイルが見つからない場合は 新しいファイルを作ります。カメラ設定の
ファイルは 拡張CAMがあります。 コミュニケーションポートに関する情報は ファイルには
保存されません。すべての設定は ファイルが読み込まれたとき 自動的にカメラに送られま
す(カメラがオンラインの場合)。

Factory and User Settings

「Store」ボタンは現在のカメラ設定をEEPROMのユーザー領域に保持するために使います。現
在のカメラ設定は カメラの電源が切られると 保持されません。 カメラ設定を保持するには
ユーザー領域に 保存しなければなりません。 「Load」ボタンは 工場 または ユーザーEEPROM
領域から 前に保存したカメラ設定を 再保存するために使われます。

Write All Camera Data to File

「Write Camera Data」をクリックすると すべてのカメラ設定をテキストファイルで保存しま
す。 保存される情報は モデル名、カメラ ID, ユーザー ID、ファームウェアーバージョン、現
状の設定、工場設定、ユーザー既設定。このファイルデータを カメラに書き戻すことは出来
ません。カメラのデータ保存用としてお使いください。
ファイルは下図のようにフォーマットされます。

 注：この図は実際のカメラとは異なります

EEPROM Current Area

「Get Area」をクリックすると 電源投入時設定領域番号を 読み取ります。
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8. 外観寸法図

図 36　外観図

9. 仕様
9-1 分光感度特性

図 37　CV-M2CLの分光感度特性                                          図 38　CV-M8CLの分光感度特性
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仕様 CCCCCVVVVV-----MMMMM22222CCCCCLLLLL CCCCCVVVVV-----MMMMM88888CCCCCLLLLL

9-2 仕様一覧表

走査方式
フレームレート
  (フル解像度)
ライン周波数

ピクセル周波数
撮像素子
センサー撮像領域
画素サイズ
有効画素数
有効映像画素数
有効映像画素数と
フレームレイト

標準被写体照度

最低被写体照度

S N 比
映像出力
(デジタル)
モニタービデオ出力
（アナログ）
アイリスビデオ出力
(アナログ)
ゲイン
ガンマ
ニー補正
同期方式
トリガ入力
同期系出力
通信インターフェース

トリガモード
蓄積モード
シャッタースピード
プログラムシャッタ

動作温度
動作湿度
保存温度/湿度
取得規格
電源電圧
レンズマウント

寸法
質量

プログレッシブ
シングルチャンネル 17．17フレーム/秒（1216ライン/フレーム）
デュアルチャンネル 30．12フレーム/秒（1216ライン/フレーム）
シングルチャンネル 20．88KHz（1916クロック／ライン）（H=47.9μsec）
デュアルチャンネル 36．63KHz（1092クロック／ライン）（H=27.3μsec）

40．00MHz
1型 B/W IT CCD 1型 カラー IT CCD

11．8mm(H)x8．9mm(V)
7．4（H）μmx7．4（V）μm

1608（H）x1208（V）
1600（H）x1200（V）

シングルch  デュアルch
フル解像度 1600(H) x 1200(V) 17.17 fps 30.12 fps
1/2 部分読み出し 1600(H) x 600(V) 32.52 fps 54.67 fps
1/4 部分読み出し 1600(H) x 300(V) 57.99 fps 91.58 fps
1/8 部分読み出し 1600(H) x 150(V) 95.77 fps 138.75 fps
垂直可変読み出し 1600 (H) x 50(V) - 1200(V) ＜167 fps ＜208 fps
垂直ビニング（CV-M2CL のみ） 1600(H) x 600(V) 33.89 fps 59.46 fps
300 Lx 2400 Lx
デュアル出力、Gain=0dB、Shutter= 1/30, レンズアイリス=F8.0,100％出力時
垂直ビニング OFF
1．2 Lx 9．2Lx
デュアル出力、Gain=12dB、Shutter= 1/30, レンズアイリス=F1.4,50％出力時
垂直ビニング OFF
50dB以上 （Gain＝0dB） 50dB以上（Gain＝0dB）（Gch）
シングルチャンネル 8ビットまたは10ビット カメラリンク
デュアルチャンネル 2x10/8ビット カメラリンク
白黒コンポジット 1．0Vp－p、75Ω （50/60fps, 15.734 KHz ）

0．7Vp-p、75Ω

-3 to +12 dB
1．0 又は 0．45（シングルch） 1．0
ニー及びスロープ 20％（固定） 無

内部同期
TTL入力 又は 75Ω

EEN、FVAL,LVAL,DVAL,PCLK
RS－232C経由 TxD／RxD
カメラリンク経由 SerTC／SrTFG

EPS, PWC, RCT, PIV, バーストトリガ
LVAL 同期、非同期

OFF(1/17又1/30)、1/60 ～ 1/14,000 秒 10段階
シングルチャンネル 1．5Hから1216．5H （71.9μsec ~ 58,2msec）
デュアルチャンネル 1．5Hから1216．5H （41.0μsec ~ 33.2msec）

－5℃ ～ 45℃
20～80％ (ただし 結露無きこと )

－25℃～＋60℃/ 20％～80％（ただし 結露無きこと )
CE(EN50081-1/EN50082-1),  FCC Part 15

12VDC ± 10％、10W （0．76A）
Cマウント(フランジバック 17．526mm 公差 0～ －0．05mm)ただし 使用可能レンズは
「レンズのマウント面からの突出寸法」が10mm以内

50 x 40x 120 mm（WxHxD）
310g

注：部分読み出しと 垂直ビニングは 併用できません
注：上記仕様は予告なく変更される場合があります
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Supplement 
 
The following statement is related to the regulation on “ Measures for the Administration 
of the control of Pollution by Electronic Information Products “ , known as “ China RoHS “. 
The table shows contained Hazardous Substances in this camera.  

mark shows that the environment-friendly use period of contained Hazardous 
Substances is 15 years. 

 

嶷勣廣吭並㍻ 
 

嗤蕎嗤墾麗嵎賜圷殆兆各式根楚燕 
 

功象嶄鯖繁酎慌才忽佚連恢匍何〆窮徨佚連恢瞳麟半陣崙砿尖一隈〇云恢瞳ゞ 嗤蕎嗤

墾麗嵎賜圷殆兆各式根楚燕 〃泌和 

 
 

 

桟隠聞喘豚㍉ 
窮徨佚連恢瞳嶄根嗤議嗤蕎嗤墾麗嵎賜圷殆壓屎械聞喘議訳周和音氏窟伏翌

亶賜融延、窮徨佚連恢瞳喘薩聞喘乎窮徨佚連恢瞳音氏斤桟廠夛撹冢嶷麟半

賜斤児繁附、夏恢夛撹冢嶷鱒墾議豚㍉。 

方忖仝15々葎豚㍉15定。  
 
 

Yasukazu Tanabe
線

Yasukazu Tanabe
線

Yasukazu Tanabe
画像

Yasukazu Tanabe
画像

Yasukazu Tanabe
画像

Yasukazu Tanabe
画像

Yasukazu Tanabe
画像

Yasukazu Tanabe
画像

Yasukazu Tanabe
画像

Yasukazu Tanabe
画像

Yasukazu Tanabe
画像

Yasukazu Tanabe
画像

Yasukazu Tanabe
画像

Yasukazu Tanabe
画像

Yasukazu Tanabe
画像

Yasukazu Tanabe
画像



CV-M8CL 

Supplement 
 
The following statement is related to the regulation on “ Measures for the Administration 
of the control of Pollution by Electronic Information Products “ , known as “ China RoHS “. 
The table shows contained Hazardous Substances in this camera.  

mark shows that the environment-friendly use period of contained Hazardous 
Substances is 15 years. 
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Supplement 
 
The following statement is related to the regulation on “ Measures for the Administration 
of the control of Pollution by Electronic Information Products “ , known as “ China RoHS “. 
The table shows contained Hazardous Substances in this camera.  

mark shows that the environment-friendly use period of contained Hazardous 
Substances is 15 years. 

 

嶷勣廣吭並㍻ 
 

嗤蕎嗤墾麗嵎賜圷殆兆各式根楚燕 
 

功象嶄鯖繁酎慌才忽佚連恢匍何〆窮徨佚連恢瞳麟半陣崙砿尖一隈〇云恢瞳ゞ 嗤蕎嗤

墾麗嵎賜圷殆兆各式根楚燕 〃泌和 

 
 

 

桟隠聞喘豚㍉ 
窮徨佚連恢瞳嶄根嗤議嗤蕎嗤墾麗嵎賜圷殆壓屎械聞喘議訳周和音氏窟伏翌

亶賜融延、窮徨佚連恢瞳喘薩聞喘乎窮徨佚連恢瞳音氏斤桟廠夛撹冢嶷麟半
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